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市民祭・行田浮き城まつり第２
５回
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埼玉りそな
銀行川島書店

武蔵野銀行
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警察入口臨時バス停（佐間経由吹上駅行）
産業道路臨時バス停（佐間経由吹上駅行）

※駐車場は市役所・産業文化会館・バスターミナルをご利用
　ください。＝ Ｐ
※朝日バス「佐間経由吹上駅行」は産業道路経由に、
　「前谷経由吹上駅行」は行田市駅前経由になります。

午後3時30分～9時30分
車両全面通行禁止区域（歩行者天国）

路線バス・市内循環バスのみ通行可

午後6時～7時のみ車両全面通行禁止区域
（歩行者天国）

規制時間帯バス迂回路
（午後1時から最終まで迂回します）

愛宕神社前臨時バス停（前谷経由吹上駅行）
旭町臨時バス停（佐間経由吹上駅行）
浄水場入口臨時バス停（佐間経由吹上駅行）

迂回路
（大型車は市内通行できませんので迂回をお願いします）
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第25回市民祭・行田浮き城まつり 会場案内図

▶日時　7月28日㈯午後4時～ 8時30分・29日㈰午後3時30分～ 9時
▶場所　国道125号歩行者天国区域ならびに県道行田蓮田線
▶催し物　
　【28日前夜祭】浮き城横丁フリーマーケット、ステージイベント、山車のたたき合いなど
　 【29日市民祭】浮き城だんべ踊り、ステージイベント、みこし渡御、山車のたたき合い、YOSAKOIソーラン、
行田音頭など※内容に多少の変更の場合あり

▶主催　行田浮き城まつり実行委員会
▶その他　会場および会場周辺での無人航空機（ドローンなど）の使用を禁止します。
▶問い合わせ　同実行委員会 松井☎080―3150―7282
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足袋フィッター養成講座を開催します 行田足袋コレ2018の参加者を
募集します

「足袋で健康に!」をテーマに
セミナーを開催します

「日本遺産のまち 足袋蔵昔体験セミ
ナー」の参加者を募集します

　足袋に対するこだわりを持った方、足袋の履き方に新しいア
レンジを提案したい方などの足袋好きの方を募り、優秀者を選
定します。
▶日時　11月11日㈰正午（予定）
▶場所　商工センターホール
▶参加費　無料
▶ 審査基準　足袋への愛着、足袋と服装の全体コーディネート他
▶賞金　ベスト足袋ニスト（優勝者）50,000円他
▶ 申し込み　10月31日㈬(必着)までに事務局ホームページや
チラシに掲載されているエントリーシートに必要事項を記入
の上、写真1枚（正面）を添えて、持参、郵送、FAX、Eメール
のいずれかの方法で提出してください。【郵送】〒361―0077
行田市忍2―1―8 行田足袋コレ実行委員会（行田商工会議所
内）【FAX】556―0059【Eメール】entry@gyoda-tabi.com
▶問い合わせ　同実行委員会☎556―4111

　裸足ランニング・足袋ランニングの第1人者である高岡尚司
さんをお招きし、市民の皆さんを対象に運動能力の向上、身体
づくりを目的とした講座を開催します。
▶期日・内容・定員　

▶ 時間　午前9時～ 10時30分(午前8時30分から受け付け)
▶場所　行田グリーンアリーナサブアリーナ
▶ その他　動きやすい服装でご参加ください。足袋、地下足袋、
ランニング足袋をお持ちの方は持参してください。
▶ 申し込み　第1回は7月12日㈭まで、第2回は8月3日㈮ま
で、第3回は8月31日㈮までに、希望日、住所、氏名、電
話番号を明記した書類(様式自由)を持参、郵送、FAXのい
ずれかの方法により提出してください。
　 【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 「足袋のまち
行田」活性化推進協議会事務局(商工観光課内）【FAX】553―
5063
▶ 問い合わせ　同協議会事務局(商工観光課内・内線375)

▶日時　8月4日㈯午後2時～ 5日㈰午後1時
▶場所　牧禎舎、忠次郎蔵
▶ 内容　日本遺産である忠次郎蔵や牧禎舎に泊ま
り、昭和初期の子供たちの遊びや生活（竹細工、
影絵大会、うどん打ち、蚊帳を吊るなど）、も
のづくり体験（足袋作り、藍染め）とまち歩きを
通して「日本遺産のまち行田」を体感する。
▶対象　小学4年生～ 6年生
▶定員　25人（応募者多数の場合は抽選）
▶参加費　4,000円
▶ 申し込み　7月2日㈪～ 18日㈬に参加者氏名
（ふりがな）、学校名、学年、保護者氏名、電話番号
(固定・携帯)、住所を明記の上、必ずEメールで
NPO法人ぎょうだ足袋蔵ネットワーク【Eメー
ル】gyoda2@tabigura.net※団体申し込み不可

▶ 問い合わせ　まちづくりミュージアム☎552―
1010（午前10時～午後4時）

　足袋は履く人の足の長さや幅、そのバランスに
よって合う形が異なります。足袋の歴史や形を学
び、検定試験に合格することで足袋フィッターと
して認定され、足袋を履く機会のある方、足袋を
履いてみたい方に、より足にあった足袋を紹介で
きるようになります。
▶ 期日　
　 ①7月25日㈬、②8月24日㈮、③9月5日㈬、
④9月26日㈬、⑤10月3日㈬、⑥10月25日㈭
▶時間　午後6時
▶ 場所　①商工センター 403会議室
　②～⑥きねや足袋株式会社（佐間1―28―49）
▶内容　②工場見学、⑥検定試験、それ以外は講義
▶ 対象　行田足袋の普及啓発に関心のある方、足
袋フィッターとして活動できる方
▶募集人数　20人（先着順）
▶参加費　無料
▶ その他　原則として全6回ご参加いただきま
す。日程途中での参加・欠席はご相談ください。
▶ 応募方法　7月18日㈬(必着)までに住所、氏
名、電話番号を明記した書類（様式自由）を持参、
郵送、FAXのいずれかの方法により提出してく
ださい。
　 【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 
「足袋のまち行田」活性化推進協議会事務局(商
工観光課内)
　【FAX】553―5063
▶ 問い合わせ　同協議会事務局(商工観光課内・
内線375)

回 期　日 内　容 定　員
1 7月16日㈪ 高齢者向け 30人(先着順)
2 8月8日㈬ 親子向け（小学生以上） 15組(先着順)
3 9月9日㈰ アスリート向け 30人(先着順)

昨年のセミナーの様子


